
(57)【要約】

【課題】　簡単な構造でありながら、気管チューブの先

端部の状態を確実に視認することが可能な気管内視鏡を

提供する。

【解決手段】　食道７２から気管７３に跨らせて挿入さ

れる気管チューブ６０に挿入される挿入部１２と、該挿

入部に連なる操作部１１とを有する気管内視鏡１０にお

いて、挿入部は、屈曲可能な可撓管部１５と、この可撓

管部の先端に結合された可撓管部より硬質な材料からな

る先端部２０とからなっていて、先端部の先端には該先

端部の軸線と平行な軸線の観察窓Ｇが設けられており、

かつ、この先端部の軸線は、直線状態にした可撓管部１

５の軸線Ａに対して傾斜していることを特徴とする気管

内視鏡。

【選択図】　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
食 道 か ら 気 管 に 跨 ら せ て 挿 入 さ れ る 気 管 チ ュ ー ブ に 挿 入 さ れ る 挿 入 部 と 、 該 挿 入 部 に 連 な
る 操 作 部 と を 有 す る 気 管 内 視 鏡 に お い て 、
　 上 記 挿 入 部 は 、 屈 曲 可 能 な 可 撓 管 部 と 、 こ の 可 撓 管 部 の 先 端 に 結 合 さ れ た 該 可 撓 管 部 よ
り 硬 質 な 材 料 か ら な る 先 端 部 と か ら な っ て い て 、 該 先 端 部 の 先 端 に は 該 先 端 部 の 軸 線 と 平
行 な 軸 線 の 観 察 窓 が 設 け ら れ て お り 、
　 か つ 、 こ の 先 端 部 の 軸 線 は 、 直 線 状 態 に し た 可 撓 管 部 の 軸 線 に 対 し て 傾 斜 し て い る こ と
を 特 徴 と す る 気 管 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ 記 載 の 気 管 内 視 鏡 に お い て 、
　 上 記 先 端 部 の 軸 線 の 上 記 可 撓 管 部 の 軸 線 に 対 す る 傾 斜 角 度 が 、 ５ ° か ら ２ ０ ° の 範 囲 内
で あ る 気 管 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 気 管 内 視 鏡 に お い て 、
　 上 記 操 作 部 及 び 挿 入 部 か ら な る 内 視 鏡 本 体 の 上 記 先 端 部 と 反 対 側 の 端 部 に 、 上 記 観 察 窓
を 介 し て 得 ら れ た 画 像 を 観 察 す る た め の 接 眼 部 を 着 脱 可 能 に 設 け 、
　 該 接 眼 部 に 、 術 者 の 首 や 腕 に 掛 け 止 め 可 能 な 環 状 の ひ も 状 部 材 を 設 け た 気 管 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 １ か ら ３ の い ず れ か １ 項 記 載 の 気 管 内 視 鏡 に お い て 、
　 接 眼 部 の 着 脱 構 造 は 、 上 記 気 管 内 視 鏡 以 外 の 内 視 鏡 接 眼 部 の 着 脱 構 造 と 同 じ で あ り 、 該
接 眼 部 が 、 気 管 内 視 鏡 以 外 の 内 視 鏡 本 体 に 接 続 可 能 で あ る 気 管 内 視 鏡 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 食 道 や 気 管 内 に 挿 入 さ れ た 気 管 チ ュ ー ブ に 挿 入 さ れ る 気 管 内 視 鏡 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 患 者 の 気 道 確 保 の た め に 、 ス タ イ レ ッ ト を 用 い て 気 管 チ ュ ー ブ を 患 者 の 口 及 び 食 道 か ら
気 管 内 に 挿 入 す る 行 為 は 医 療 現 場 に お い て 広 く 行 わ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ ） 。 こ
の 気 管 チ ュ ー ブ の 挿 入 作 業 は 簡 単 で は な く 、 技 術 が 未 熟 な 術 者 や 経 験 が 浅 い 術 者 が 行 う と
、 気 管 チ ュ ー ブ を 気 管 内 に 挿 入 で き な い こ と が あ る 。 こ の た め 、 従 来 よ り 、 気 管 チ ュ ー ブ
の 挿 入 後 に ス タ イ レ ッ ト を 気 管 チ ュ ー ブ か ら 抜 き 取 り 、 代 わ り に 気 管 内 視 鏡 の 挿 入 部 を 気
管 チ ュ ー ブ 内 に 挿 入 し 、 挿 入 部 の 可 撓 管 部 の 先 端 に 設 け ら れ た 観 察 窓 （ 観 察 光 学 系 ） に よ
っ て 得 ら れ た 画 像 を 視 認 す る こ と に よ り 、 術 者 は 気 管 チ ュ ー ブ の 先 端 部 が 気 管 内 に 位 置 し
て い る か 否 か を 確 認 し て い た 。
【 特 許 文 献 １ 】 登 録 実 用 新 案 第 ３ ０ ４ ３ ３ ３ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 の 気 管 内 視 鏡 で は 、 観 察 光 学 系 を 有 す る 挿 入 部 の 先 端 部 が 直 線 状 態 に あ る 可 撓 管 部
の 軸 線 方 向 を 向 い て い る た め 、 気 管 チ ュ ー ブ の 向 き や 体 腔 壁 （ 食 道 や 気 管 ） の 状 態 （ 例 え
ば 、 体 液 の 付 着 状 態 ） に よ っ て は 、 術 者 が 気 管 チ ュ ー ブ の 先 端 部 と そ の 周 辺 の 体 腔 を 視 認
で き な い こ と が あ る 。 勿 論 、 通 常 の 内 視 鏡 の よ う に 、 操 作 部 に 設 け た レ バ ー に よ っ て 挿 入
部 の 先 端 部 を 湾 曲 操 作 さ せ る 複 雑 な 湾 曲 操 作 機 構 を 設 け れ ば 、 上 記 状 態 に あ っ て も 術 者 は
気 管 チ ュ ー ブ の 先 端 部 と そ の 周 辺 の 体 腔 を 視 認 で き る が 、 気 管 内 視 鏡 の 構 造 が 複 雑 と な り
製 造 コ ス ト が 高 く な っ て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 簡 単 な 構 造 で あ り な が ら 、 気 管 チ ュ ー ブ の 先 端 部 の 状 態 を 確 実 に 視 認
す る こ と が 可 能 な 気 管 内 視 鏡 を 提 供 す る こ と に あ る 。
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【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の 気 管 内 視 鏡 は 、 食 道 か ら 気 管 に 跨 ら せ て 挿 入 さ れ る 気 管 チ ュ ー ブ に 挿 入 さ れ る
挿 入 部 と 、 該 挿 入 部 に 連 な る 操 作 部 と を 有 す る 気 管 内 視 鏡 に お い て 、 上 記 挿 入 部 は 、 屈 曲
可 能 な 可 撓 管 部 と 、 こ の 可 撓 管 部 の 先 端 に 結 合 さ れ た 該 可 撓 管 部 よ り 硬 質 な 材 料 か ら な る
先 端 部 と か ら な っ て い て 、 該 先 端 部 の 先 端 に は 該 先 端 部 の 軸 線 と 平 行 な 軸 線 の 観 察 窓 が 設
け ら れ て お り 、 か つ 、 こ の 先 端 部 の 軸 線 は 、 直 線 状 態 に し た 可 撓 管 部 の 軸 線 に 対 し て 傾 斜
し て い る こ と を 特 徴 と し て い る 。
　 操 作 し 易 さ を 考 慮 す る と 、 上 記 先 端 部 の 軸 線 の 上 記 可 撓 管 部 の 軸 線 に 対 す る 傾 斜 角 度 は
、 ５ ° か ら ２ ０ ° の 範 囲 内 で 設 定 す る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 操 作 部 及 び 挿 入 部 か ら な る 内 視 鏡 本 体 の 上 記 先 端 部 と 反 対 側 の 端 部 に 、 上 記 観 察 窓
を 介 し て 得 ら れ た 画 像 を 観 察 す る た め の 接 眼 部 を 着 脱 可 能 に 設 け 、 該 接 眼 部 に 、 術 者 の 首
や 腕 に 掛 け 止 め 可 能 な 環 状 の ひ も 状 部 材 を 設 け る の が 実 際 的 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 接 眼 部 の 着 脱 構 造 は 、 上 記 気 管 内 視 鏡 以 外 の 内 視 鏡 接 眼 部 の 着 脱 構 造 と 同 じ で あ り 、 該
接 眼 部 が 、 気 管 内 視 鏡 以 外 の 内 視 鏡 本 体 に 接 続 可 能 で る の が 好 ま し い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に よ る と 、 簡 単 な 構 造 で あ り な が ら 、 気 管 チ ュ ー ブ の 先 端 部 の 状 態 を 確 実 に 視 認
す る こ と が 可 能 な 気 管 内 視 鏡 が 得 ら れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に つ い て 、 添 付 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
　 図 ２ か ら 図 ４ に 全 体 構 成 に 示 す 気 管 内 視 鏡 １ ０ は 直 視 型 の も の で あ り 、 中 空 の 操 作 部 １
１ と 挿 入 部 １ ２ と 操 作 部 １ １ に 対 し て 着 脱 可 能 な 接 眼 部 １ ３ を 有 し て い る 。 挿 入 部 １ ２ は
、 そ の 基 端 部 が 操 作 部 １ １ の 内 部 に 位 置 す る 屈 曲 可 能 な 可 撓 管 部 １ ５ と 、 可 撓 管 部 １ ５ の
基 端 部 側 の 周 囲 を 覆 う 合 成 樹 脂 等 の 弾 性 変 形 不 能 な 硬 質 材 料 か ら な る 筒 状 の 硬 質 筒 状 部 材
１ ６ と を 具 備 し て お り 、 硬 質 筒 状 部 材 １ ６ が 操 作 部 １ １ に 固 定 さ れ て い る 。 図 ３ に 示 す よ
う に 、 可 撓 管 部 １ ５ の 先 端 に は 、 そ の 軸 線 が 直 線 状 態 に し た 可 撓 管 部 １ ５ の 軸 線 Ａ に 対 し
て 傾 斜 す る 金 属 製 の 傾 斜 筒 状 部 材 １ ９ が 固 定 さ れ て い る 。 さ ら に 、 傾 斜 筒 状 部 材 １ ９ の 先
端 部 に は 、 そ の 軸 線 が 傾 斜 筒 状 部 材 １ ９ と 同 方 向 を 向 く 合 成 樹 脂 製 の 先 端 部 ２ ０ の 後 端 部
が 嵌 合 し て お り 、 傾 斜 筒 状 部 材 １ ９ と 先 端 部 ２ ０ は 止 め ね じ ２ １ に よ っ て 固 定 さ れ て い る
。 傾 斜 筒 状 部 材 １ ９ と 先 端 部 ２ ０ の 材 質 は 、 可 撓 管 部 １ ５ よ り 硬 く 変 形 不 能 な 硬 質 材 料 で
あ れ ば 金 属 や 合 成 樹 脂 以 外 の も の で あ っ て も よ い 。 傾 斜 筒 状 部 材 １ ９ （ 先 端 部 ２ ０ ） の 軸
線 の 可 撓 管 部 １ ５ の 軸 線 Ａ に 対 す る 傾 斜 角 度 は ９ ０ ° 以 外 で あ れ ば 何 度 で あ っ て も よ い が
、 操 作 し 易 さ を 考 慮 す る と ５ ° ～ ２ ０ ° の 範 囲 内 で 設 定 す る の が 理 想 的 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 先 端 部 ２ ０ は 、 先 端 部 ２ ０ を そ の 長 手 方 向 に 貫 通 す る 第 １ 貫 通 孔 ２ ２ と 第 ２ 貫 通 孔 ２ ３
を 備 え て い る 。 第 １ 貫 通 孔 ２ ２ の 先 端 部 に は 複 数 の レ ン ズ か ら な る 観 察 光 学 系 Ｌ １ が 嵌 合
固 定 さ れ て お り 、 第 １ 貫 通 孔 ２ ２ の 先 端 部 に は 透 光 性 材 料 か ら な る 観 察 窓 Ｇ が 嵌 合 固 定 さ
れ て い る 。 観 察 光 学 系 Ｌ １ と 観 察 窓 Ｇ の 光 軸 （ 軸 線 ） は 、 先 端 部 ２ ０ の 軸 線 と 平 行 で あ る
。 さ ら に 第 １ 貫 通 孔 ２ ２ の 内 部 に は 観 察 光 学 系 Ｌ １ に 接 続 す る イ メ ー ジ フ ァ イ バ ２ ４ の 先
端 部 が 挿 入 さ れ て い る 。 イ メ ー ジ フ ァ イ バ ２ ４ の 後 端 側 は 可 撓 管 部 １ ５ を 通 っ て 操 作 部 １
１ に ま で 達 し て い る 。
　 図 ５ 及 び 図 ６ に 示 す よ う に 、 操 作 部 １ １ の 後 端 部 に は 環 状 突 部 ３ ５ ａ を 有 す る 接 続 部 ３
５ が 固 定 さ れ て い る 。 環 状 突 部 ３ ５ ａ の 周 面 は 、 環 状 の 雄 ね じ 部 ３ ６ と な っ て お り 、 か つ
、 環 状 突 部 ３ ５ ａ の 後 端 面 は 環 状 接 触 面 ３ ５ ｂ と な っ て い る 。 接 続 部 ３ ５ を そ の 軸 線 方 向
に 貫 通 し 、 か つ 、 そ の 径 が ２ 段 階 に 変 化 す る （ 前 部 が 後 部 よ り 小 径 ） 貫 通 孔 ３ ７ に は 、 筒
状 部 材 で あ る イ メ ー ジ フ ァ イ バ 支 持 部 材 ３ ８ が 挿 入 さ れ て お り 、 イ メ ー ジ フ ァ イ バ 支 持 部
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材 ３ ８ の 前 端 部 が 貫 通 孔 ３ ７ の 前 端 部 に 嵌 合 固 定 さ れ て い る 。 イ メ ー ジ フ ァ イ バ ２ ４ の 後
端 部 は 、 貫 通 孔 ３ ７ と 、 イ メ ー ジ フ ァ イ バ 支 持 部 材 ３ ８ の 内 部 を そ の 軸 線 方 向 に 貫 通 す る
貫 通 孔 ３ ９ と に 挿 入 さ れ て お り 、 イ メ ー ジ フ ァ イ バ ２ ４ の 後 端 面 は イ メ ー ジ フ ァ イ バ 支 持
部 材 ３ ８ の 後 端 面 に お い て 露 出 し て い る 。
　 そ し て 接 眼 部 １ ３ を 操 作 部 １ １ に 接 続 し た 状 態 に お い て は 、 イ メ ー ジ フ ァ イ バ ２ ４ の 後
端 面 は 接 眼 部 １ ３ 内 に 配 設 さ れ た 複 数 の レ ン ズ か ら な る 接 眼 光 学 系 Ｌ ２ と 対 向 す る （ 図 ６
参 照 ） 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 第 ２ 貫 通 孔 ２ ３ の 先 端 部 に は 照 明 光 学 系 Ｌ ３ が 嵌 合 固 定 さ れ て い る 。 さ ら に 、 第 ２ 貫 通
孔 ２ ３ 内 に は 、 照 明 光 学 系 Ｌ ３ の 直 後 に 位 置 す る Ｌ Ｅ Ｄ ２ ５ と 、 Ｌ Ｅ Ｄ ２ ５ に 接 続 さ れ た
プ ラ ス 側 リ ー ド 線 ２ ６ 及 び マ イ ナ ス 側 リ ー ド 線 ２ ７ が 位 置 し て い る 。 操 作 部 １ １ の 周 面 に
は 筒 状 の 電 池 収 納 部 ２ ８ が 突 設 さ れ て お り 、 電 池 収 納 部 ２ ８ の 内 部 に は 乾 電 池 ３ ０ が 挿 脱
可 能 と し て 収 納 さ れ て い る 。 そ し て 、 電 池 収 納 部 ２ ８ の 端 部 に 蓋 部 ２ ９ を 着 脱 可 能 に 装 着
す る こ と に よ り 、 乾 電 池 ３ ０ が 電 池 収 納 部 ２ ８ か ら 抜 け 止 め さ れ て い る 。 乾 電 池 ３ ０ の プ
ラ ス 電 極 と マ イ ナ ス 電 極 は そ れ ぞ れ 、 操 作 部 １ １ の 内 壁 と 蓋 部 ２ ９ に そ れ ぞ れ 固 定 さ れ た
金 属 製 の プ ラ ス 側 接 片 ３ １ と マ イ ナ ス 側 接 片 ３ ２ に そ れ ぞ れ 接 触 し て い る 。 プ ラ ス 側 接 片
３ １ に は プ ラ ス 側 リ ー ド 線 ２ ６ が 電 気 的 に 接 続 さ れ て お り 、 蓋 部 ２ ９ を 電 池 収 納 部 ２ ８ に
取 り 付 け る と 、 マ イ ナ ス 側 接 片 ３ ２ が マ イ ナ ス 側 リ ー ド 線 ２ ７ に 電 気 的 に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 ５ 及 び 図 ６ に 示 す よ う に 、 操 作 部 １ １ と 挿 入 部 １ ２ か ら な る 内 視 鏡 本 体 １ ０ Ａ に 対 し
て 着 脱 可 能 な 接 眼 部 １ ３ は 、 以 下 の よ う な 構 造 と な っ て い る 。
　 筒 状 部 材 で あ る 接 眼 部 本 体 ４ ０ の 中 心 部 に は 、 接 眼 部 本 体 ４ ０ を そ の 軸 線 方 向 に 貫 通 す
る 貫 通 孔 ４ １ が 設 け ら れ て お り 、 貫 通 孔 ４ １ の 後 端 部 に は 複 数 枚 の レ ン ズ か ら 成 る 接 眼 光
学 系 Ｌ ２ を 支 持 す る 円 筒 状 の レ ン ズ ホ ル ダ 支 持 筒 ４ ２ が 嵌 合 固 定 さ れ て い る 。 貫 通 孔 ４ １
の 前 端 部 に は 貫 通 孔 ４ ４ を 具 備 す る 円 筒 状 の 前 側 筒 状 部 材 ４ ３ の 後 端 部 が 嵌 合 固 定 さ れ て
い る 。 さ ら に 、 接 眼 部 本 体 ４ ０ の 前 端 面 に は 、 接 眼 部 本 体 ４ ０ の 軸 線 を 中 心 と す る 環 状 凹
部 ４ ５ が 凹 設 さ れ て い る 。 そ し て 環 状 凹 部 ４ ５ に は 、 環 状 部 材 で あ る 螺 合 部 材 ４ ６ が 、 接
眼 部 本 体 ４ ０ の 軸 線 回 り に 相 対 回 転 可 能 か つ 接 眼 部 本 体 ４ ０ の 軸 線 方 向 に 相 対 移 動 可 能 と
し て 遊 嵌 し て い る 。 螺 合 部 材 ４ ６ の 内 周 面 の 前 端 部 は 、 雄 ね じ 部 ３ ６ と 螺 合 可 能 な 雌 ね じ
部 ４ ７ と な っ て い る 。
　 さ ら に 、 接 眼 部 本 体 ４ ０ の 外 周 面 に は 円 弧 状 の 取 付 部 ４ ８ の 両 端 部 が 固 着 さ れ て い る 。
こ の 取 付 部 ４ ８ に は 、 図 ４ に 示 す よ う に リ ン グ 部 材 ４ ９ が 取 り 付 け ら れ て お り 、 リ ン グ 部
材 ４ ９ に は 、 ス ト ラ ッ プ ５ ０ が 着 脱 可 能 に 取 り 付 け ら れ て い る 。 ス ト ラ ッ プ ５ ０ は 、 可 撓
性 を 有 す る ひ も 部 （ ひ も 状 部 材 ） ５ １ と 、 ひ も 部 ５ １ の 両 端 が 固 着 さ れ 、 か つ 、 弾 性 材 料
に よ っ て 一 体 成 形 さ れ た 弾 性 係 合 部 ５ ２ と を 具 備 し て い る 。 弾 性 係 合 部 ５ ２ は 、 断 面 形 状
が Ｌ 字 形 を な し 、 か つ 、 ひ も 部 ５ １ の 両 端 が 固 着 さ れ た Ｌ 字 部 ５ ３ と 、 Ｌ 字 部 ５ ３ の 一 端
か ら 延 出 し 断 面 形 状 が Ｕ 字 形 を な す Ｕ 字 部 ５ ４ と を 具 備 し て い る 。 Ｕ 字 部 ５ ４ を 弾 性 変 形
さ せ て Ｌ 字 部 ５ ３ と Ｕ 字 部 ５ ４ の 隙 間 か ら リ ン グ 部 材 ４ ９ を Ｕ 字 部 ５ ４ の 内 部 に 導 く こ と
に よ り 、 ス ト ラ ッ プ ５ ０ を リ ン グ 部 材 ４ ９ に 接 続 で き 、 該 隙 間 か ら リ ン グ 部 材 ４ ９ を Ｕ 字
部 ５ ４ の 外 側 に 出 す こ と に よ り 、 ス ト ラ ッ プ ５ ０ を リ ン グ 部 材 ４ ９ か ら 取 り 外 す こ と が で
き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 接 眼 部 １ ３ を 内 視 鏡 本 体 １ ０ Ａ （ 操 作 部 １ １ ） に 装 着 す る に は 、 ま ず 接 眼 部 １ ３ を 操 作
部 １ １ 側 に 近 づ け て 、 接 眼 部 １ ３ の 貫 通 孔 ４ ４ 及 び 貫 通 孔 ４ １ に 操 作 部 １ １ の 接 続 部 ３ ５
及 び イ メ ー ジ フ ァ イ バ 支 持 部 材 ３ ８ を 挿 入 し 、 環 状 接 触 面 ３ ５ ｂ に 前 側 筒 状 部 材 ４ ３ の 前
端 面 を 当 接 さ せ る 。 そ し て 、 螺 合 部 材 ４ ６ を 前 方 （ 環 状 突 部 ３ ５ ａ 側 ） に 移 動 さ せ 、 か つ
、 螺 合 部 材 ４ ６ を 回 転 さ せ て 雄 ね じ 部 ３ ６ と 雌 ね じ 部 ４ ７ を 螺 合 さ せ る 。 こ の よ う に し て
接 眼 部 １ ３ を 操 作 部 １ １ に 装 着 す る と 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 イ メ ー ジ フ ァ イ バ ２ ４ の 後 端
面 が 接 眼 光 学 系 Ｌ ２ の 最 前 端 の レ ン ズ と 対 向 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
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　 次 に 、 上 記 構 成 の 気 管 内 視 鏡 １ ０ を 用 い た 、 患 者 ７ ０ の 食 道 ７ ２ と 気 管 ７ ３ 内 に お け る
気 管 チ ュ ー ブ ６ ０ の 先 端 位 置 確 認 要 領 を 、 主 に 図 １ を 用 い な が ら 説 明 す る 。
　 ま ず 、 図 示 を 省 略 し た ス タ イ レ ッ ト を 利 用 し て 、 気 管 チ ュ ー ブ ６ ０ を 患 者 ７ ０ の 口 ７ １
か ら 食 道 ７ ２ を 通 し て 気 管 ７ ３ 内 に 挿 入 す る 。 そ し て 、 挿 入 完 了 後 に ス タ イ レ ッ ト を 気 管
チ ュ ー ブ ６ ０ か ら 引 き 抜 く 。
　 次 い で 、 気 管 内 視 鏡 １ ０ の 乾 電 池 ３ ０ の 電 力 に よ っ て Ｌ Ｅ Ｄ ２ ５ を 発 光 さ せ 、 そ の 照 明
光 を 照 明 光 学 系 Ｌ ３ か ら 外 部 に 照 射 し た 状 態 で 、 気 管 内 視 鏡 １ ０ の 可 撓 管 部 １ ５ を 気 管 チ
ュ ー ブ ６ ０ 内 に 挿 入 す る 。 こ の 状 態 で 、 術 者 が 眼 を 接 眼 部 １ ３ の 接 眼 光 学 系 Ｌ ２ に 近 づ け
れ ば 、 観 察 窓 Ｇ 、 観 察 光 学 系 Ｌ １ 、 イ メ ー ジ フ ァ イ バ ２ ４ 、 及 び 接 眼 光 学 系 Ｌ ２ を 介 し て
得 ら れ た 先 端 部 ２ ０ の 周 辺 部 の 画 像 を 視 認 で き る の で 、 術 者 は 気 管 チ ュ ー ブ ６ ０ の 先 端 部
が 正 し く 気 管 ７ ３ 内 に 位 置 し て い る か 、 ま た は 食 道 ７ ２ 内 に 位 置 し て い る か を 確 認 で き る
。
　 仮 に 、 気 管 チ ュ ー ブ ６ ０ の 先 端 部 の 向 き や 食 道 ７ ２ や 気 管 ７ ３ の 状 態 （ 例 え ば 、 体 液 の
付 着 状 態 ） の 影 響 に よ っ て 、 術 者 が 気 管 チ ュ ー ブ ６ ０ の 先 端 部 と そ の 周 辺 の 体 腔 壁 （ 食 道
７ ２ 、 気 管 ７ ３ ） を 視 認 で き な い 場 合 に は 、 眼 で 接 眼 部 １ ３ を 覗 き な が ら 気 管 内 視 鏡 １ ０
全 体 を そ の 軸 線 回 り に 回 転 さ せ る 。 す る と 、 可 撓 管 部 １ ５ の 軸 線 Ａ に 対 し て 傾 斜 し て い る
先 端 部 ２ ０ の 軸 線 Ａ に 対 す る 傾 斜 方 向 が 変 わ る の で （ 図 ２ 、 図 ３ の 仮 想 線 参 照 ） 、 傾 斜 方
向 が 所 定 の 方 向 を 向 い た と き に 、 術 者 は 気 管 チ ュ ー ブ ６ ０ の 先 端 部 と そ の 周 辺 の 体 腔 壁 （
食 道 ７ ２ 、 気 管 ７ ３ ） を 視 認 で き 、 気 管 チ ュ ー ブ ６ ０ の 先 端 部 の 位 置 を 確 認 で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の よ う に 気 管 内 視 鏡 １ ０ を 患 者 の 体 内 に 挿 入 す る と き は 、 術 者 は 気 管 内 視 鏡 １ ０ を 手
で 把 持 す る が 、 術 者 が 手 を 使 っ て 他 の 作 業 （ 例 え ば ス タ イ レ ッ ト を 用 い て 気 管 チ ュ ー ブ ６
０ を 患 者 ７ ０ の 体 内 に 挿 入 す る 作 業 ） を す る 場 合 は 、 ひ も 部 ５ １ を 首 や 手 に 掛 け て 、 気 管
内 視 鏡 １ ０ を 体 に 吊 り 下 げ る こ と が 可 能 で あ る 。
　 さ ら に 、 気 管 内 視 鏡 １ ０ は 相 応 の 重 量 を 有 す る の で 、 気 管 内 視 鏡 １ ０ の 不 使 用 時 に は 、
螺 合 部 材 ４ ６ と 雌 ね じ 部 ４ ７ の 螺 合 を 解 除 し 、 接 眼 部 １ ３ を 操 作 部 １ １ （ 内 視 鏡 本 体 １ ０
Ａ ） か ら 切 り 離 し て 、 接 眼 部 １ ３ の み を ひ も 部 ５ １ を 介 し て 術 者 の 首 等 に 吊 り 下 げ る こ と
が 可 能 で あ る 。 こ の よ う に す れ ば 、 術 者 の 首 や 手 に 大 き な 負 荷 が 掛 か ら な く な る 。
　 さ ら に 、 操 作 部 １ １ か ら 切 り 離 さ れ た 接 眼 部 １ ３ は 、 接 眼 部 １ ３ の 着 脱 構 造 が 気 管 内 視
鏡 １ ０ と 同 一 で あ る 別 種 類 の 内 視 鏡 本 体 （ 内 視 鏡 全 体 か ら 接 眼 部 を 除 い た 部 分 の こ と 。 図
示 は 省 略 。 ） に 接 続 可 能 と な っ て い る の で 、 術 者 は 一 つ の 接 眼 部 １ ３ で 複 数 種 類 の 内 視 鏡
を 使 用 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 以 上 、 本 発 明 を 上 記 実 施 形 態 に 基 づ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 は 上 記 実 施 形 態 に 限 定 さ れ
る も の で は な く 、 様 々 な 変 更 を 施 し な が ら 実 施 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 で あ る 気 管 内 視 鏡 と 気 管 チ ュ ー ブ を 口 か ら 食 道 お よ び 気 管 内
に 挿 入 し た 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 気 管 内 視 鏡 装 置 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 気 管 内 視 鏡 の 接 眼 部 、 操 作 部 、 及 び 挿 入 部 の 先 端 側 部 を 、 挿 入 部 の 先 端 側 部 を 接
眼 部 及 び 操 作 部 よ り 拡 大 し て 示 す 横 断 平 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 接 眼 部 の 拡 大 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 接 眼 部 を 内 視 鏡 本 体 に 接 続 す る 直 前 の 様 子 を 示 す 拡 大 縦 断 側 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 接 眼 部 を 内 視 鏡 本 体 に 接 続 し た 状 態 を 示 す 拡 大 縦 断 側 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ８ 】
１ ０ 　 　 気 管 内 視 鏡
１ ０ Ａ 　 内 視 鏡 本 体
１ １ 　 　 操 作 部
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１ ２ 　 　 挿 入 部
１ ３ 　 　 接 眼 部
１ ５ 　 　 可 撓 管 部
１ ６ 　 　 硬 質 筒 状 部 材
１ ７ 　 　 開 口 部
１ ８ 　 　 筒 状 支 持 部 材
１ ９ 　 　 傾 斜 筒 状 部 材
２ ０ 　 　 先 端 部
２ １ 　 　 止 め ね じ
２ ２ 　 　 第 １ 貫 通 孔
２ ３ 　 　 第 ２ 貫 通 孔
２ ４ 　 　 イ メ ー ジ フ ァ イ バ
２ ５ 　 　 Ｌ Ｅ Ｄ （ 発 光 ダ イ オ ー ド ）
２ ６ 　 　 プ ラ ス 側 リ ー ド 線
２ ７ 　 　 マ イ ナ ス 側 リ ー ド 線
２ ８ 　 　 電 池 収 納 部
２ ９ 　 　 蓋 部
３ ０ 　 　 乾 電 池
３ １ 　 　 プ ラ ス 側 接 片
３ ２ 　 　 マ イ ナ ス 側 接 片
３ ５ 　 　 接 続 部
３ ５ ａ 　 環 状 突 部
３ ５ ｂ 　 環 状 接 触 面
３ ６ 　 　 雄 ね じ 部
３ ７ 　 　 貫 通 孔
３ ８ 　 　 イ メ ー ジ フ ァ イ バ 支 持 部 材
３ ９ 　 　 貫 通 孔
４ ０ 　 　 接 眼 部 本 体
４ １ 　 　 貫 通 孔
４ ２ 　 　 レ ン ズ ホ ル ダ 支 持 筒
４ ３ 　 　 前 側 筒 状 部 材
４ ４ 　 　 貫 通 孔
４ ５ 　 　 環 状 凹 部
４ ６ 　 　 螺 合 部 材
４ ７ 　 　 雌 ね じ 部
４ ８ 　 　 取 付 部
４ ９ 　 　 リ ン グ 部 材
５ ０ 　 　 ス ト ラ ッ プ
５ １ 　 　 ひ も 部 （ ひ も 状 部 材 ）
５ ２ 　 　 弾 性 係 合 部
５ ３ 　 　 Ｌ 字 部
５ ４ 　 　 Ｕ 字 部
６ ０ 　 　 気 管 チ ュ ー ブ
７ ０ 　 　 患 者
７ １ 　 　 口
７ ２ 　 　 食 道
７ ３ 　 　 気 管
Ｇ 　 　 　 観 察 窓
Ｌ １ 　 　 観 察 光 学 系
Ｌ ２ 　 　 接 眼 光 学 系
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Ｌ ３ 　 　 照 明 光 学 系

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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摘要(译)

解决的问题：提供一种气管镜，其能够以简单的结构可靠地视觉上识别
气管导管的远端部的状态。 在气管内窥镜（10）中，具有从食道（72）
插入到气管（73）的气管管（60）中插入的插入部（12）和与该插入部
连接的操作部（11）。 可弯曲的挠性管部分15和尖端部分20由比联接到
挠性管部分的尖端的挠性管部分硬的材料制成，并且尖端部分的尖端部
分具有尖端部分。 设有观察窗G，该观察窗G的轴线与该轴线平行，并
且该顶端部的轴线相对于挠性管部15的轴线A呈直线状倾斜。 管内窥
镜。 [选择图]图3
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